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１．背景・目的  

 河川の生態系は，河川流況や水質の変化によって

大きな影響を受けると言われている．それゆえ，人々

の生活のために，むやみに人為的な流況改変を行う

と，生態系に被害が及ぶことになる．これを防ぎ，

河川環境の保全と人間の暮らしを両立する手段の一

つとして，環境流量を設定するというものがある．

環境流量とは，河川の生態系や人間の生活を維持す

るために必要な流量のことであり，量のほか水質や

流す時期も意味に含まれることがある．1) 

この環境流量に関して，松田ら 2)は，全球の環境

流量を月別に見積もるための，洪水攪乱の影響を加

味した河道内植物量を計算するモデルを開発した．

このモデルの空間解像度は 0.5 度×0.5 度である．全

球の計算には WATCH Forcing Data methodology 

applied to ERA-Interim reanalysis data (WFDEI; Weedon 

et al., 2014)3)の 0.5度解像度の全球気象データを用い

ることから，全球の解析も 0.5度で行うことが望まし

いが，その場合流域面積の小さい場所での精度が低

くなってしまう．そこで，精度を改善する策の一つ

として，早川ら 4)によって 1 分×1 分の高解像度での

計算を可能とするモデルが開発された．この研究結

果では，0.5度の値と 1分の本川計算値との間に 4倍

から 5倍の差があり，0.5度の値を本川として見た場

合に過小評価となる傾向が見られた．この傾向をも

とに係数等を決定して値を補正することで，0.5度で

の計算精度の改善が見込めるが，そのためには解像

度や川の位置など，条件によって傾向に差異が見ら

れるか調査することが必要であると考えられる． 

そこで本研究では，解像度を 1 分から 0.5度までで

数段階に分けて植物量計算を行い，解像度別に計算

結果を比較して，解像度が河道内バイオマス評価モ

デルの出力に与える影響を調べることを目的とする． 

 

２．方法  

 0.5 度の値とより高解像度の結果を比較するにあ

たって，河川の流れる気候帯別に分けて考えること

とする．今回の研究では，温帯の河川を対象とし，

計算期間を 2001年から 2010 年として計算を行う． 

 まず，河道網データと気象データを用いて河川流

量を算出する．そして，その結果と純一次生産量

（NPP）データをもとに植物量を計算する．これら

の計算を，解像度が 1分，5 分，10分，15分，30分

（0.5度）の場合でそれぞれ行い，比較を行う． 

 河道網データは，USGS5)からダウンロードした

SRTM3-DEMをArcGISで編集して作成する．この際，

窪地の処理による流向変化の影響を軽減するために，

解像度 30 秒の HydroSHEDS6)の河道網形状データを

用いて，河道内の標高を調整しつつデータを作成す

る． 

 気象データは，2001年から 2010年の 0.5度WFDEI

全球気象データ 3)を使用し．0.5度以外の解像度で計

算を行う場合には，一日ごとに目的の解像度へ線形

補間することで必要なデータを作成する． 

 流量計算には，花崎ら 7)によって開発された全球

水資源モデル H08 を使用し，各解像度で特定の範囲

の流量を算出する． 

 NPPデータについては，全球規模の河川 NPP デー

タは現状存在しないが，河川 NPP が陸上と同様に，

気温と太陽放射が支配的な要因となり，陸上 NPPと

強い相関があるとされる 8)ことから，本研究では陸

上 NPPを用いることとする．データは，2001年から

2010年の NASA Earth Observatory による解像度 6分

の月別陸上 NPP実測値を，目的の解像度へ線形補完

して作成する． 

 植物量計算には，松田ら 2)が開発した全球河川植

物バイオマスモデルを使用し，河道内のバイオマス

密度の算定を行う． 
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３．結果  

 解像度 1 分，5 分，10 分，15 分，30 分（0.5 度）

の場合で流量および植物量を計算し，比較を行う．

本概要の執筆段階では，ヨーロッパを流れるライン

川およびポー川を対象とした，10分，15分，30分の

解像度での計算が完了している．ライン川の河川流

量を図 1 に，バイオマス密度を図 2 に示し，ポー川

の河川流量を図 3に，バイオマス密度を図 4に示す．

図 1，図 3より河川流量の方では解像度による差異が

小さいことがわかるが，図 2，図 4よりバイオマス密

度の方では差異が大きく，30分と 10分で 2倍以上の

差がある箇所も見られ，また高解像度なほど計算値

が大きくなる傾向があることがわかる．  

 

 
図 1 ライン川の河川流量比較 

 

 
図 2 ライン川のバイオマス密度比較 

 

 
図 3 ポー川の河川流量比較 

 
図 4 ポー川のバイオマス密度比較 
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